
 

 

第 １ ６ ４ 号 議 案 

 

 石巻市立地適正化計画（案）について 

  
 

 

第４５回 

石巻市都市計画審議会 

議 案 書  別 冊 

２
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石巻市立地適正化計画（案）についての意見への市の見解・対応 
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日本の高齢化率は世界一と言われ、出生率も毎年

減少し続けています。人口が減少し続けている国に

発展がもたらされた例は過去に存在しないと言わ

れております。少子化対策は最も優先される課題で

す。その解決方法の一つとして立地適正化計画を策

定し２０年後４０年後の市の将来像を描き都市経

営の効率化を定期的に検証していくことは必要不

可欠と考えます。 

今後のまちづくりの考え方は計画（案）に述べて

ありますが、まちの活性化、産業振興の一つとして 

観光の推進をあげたい。日本三景松島に近く牡鹿半

島と多くの島々、風光明媚な地形がある。観光産業

は設備投資に大きな費用がかからず費用対効果の

高い産業と考えられます。交通、宿泊、人等色々の

分野に影響を及ぼすのではないでしょうか。 

そしてまだまだ元気な高齢者の方々の各方面の

担い手としての活用方策も必要ではないでしょう

か。 

本計画では、人口減少・少子高齢化の中において４０年後の目指すべき都

市の将来像を見据えた上で、２０年後のあるべき都市構造の構築を目指す計

画としています。 

 エリアビジョンにおける都市核拠点の目指す姿として、「交流」や「賑わい」

等の創出による観光の推進を掲げており、この目指す姿を実現するため、関

係機関と連携しながら観光振興を含む様々な機能誘導施策を展開してまいり

ます。 

 このことについては、第６章に次のように記載しております。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第６章サービス拠点形成エリア １．エリアビジョン,p.56) 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

 

 

 

 

p.56 

第６章 

1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 

目指す姿 

市民活動、経済活動の中心となる拠点 

 市民生活を支える多様な公共施設、

多くの人々が訪れる観光施設が集

積し、市内外から人々が集い、働き、

交流が生まれている。 

 

（中略） 

 

 安全安心な暮らしや地域コミュニテ

ィと共存しながら、ビジネスや観光

等で訪れる人々が快適に活動、滞在

し、まちの活性化に寄与している。 

【求められる機能】 

• 市内外のクリエイティブな人材が集まり、職と住が共存する地

域 

• 地域の歴史・文化資源や北上川沿いの公共空間等を活用し賑

わう地域 

都市核拠点 （石巻駅周辺）  

第１６４号議案 
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 （３）機能誘導施策 

 

 

（中略） 

 

観光客・ビジネス客・就業者を呼び込み、活気や賑わいを生み出す 

復興を機に、中心市街地において新たな人材の起業や移住等により関係人口

が創出され、観光・交流が進んでいます。観光交流施設の維持・誘導を図るとと

もに、新たな人材による起業を推進し、活気や賑わいを生み出す拠点形成を図

ります。 

【具体施策】 

 観光客や市民が交流できる空間づくり 

 堤防一体空間を活用したかわまちづくりの推進 

 新たな起業の推進 
 

 

(第６章サービス拠点形成エリア 4．サービス拠点形成エリアの拠点形成

施策,p.72) 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

 

 

p.72 

第６章 

4.（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策③ 

都市核拠点 （石巻駅周辺）  

２ 第１６４号議案 
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 本計画では、働き方・暮らし方が多様化する中でエリアビジョンを示すこ

とにより、それぞれのライフスタイルにあった暮らしの選択を可能とし、個

人個人が生きがいをもち活躍できるまちづくりを目指すものです。都市を時

代の変化に合わせた姿へ変容させるまちづくりを推進し、市民の生活満足度

の向上を目指してまいります。 

 このことについては、第５章の立地適正化の目指す方向や目指す住まい方・

暮らし方の考え方により示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

 

p.47 

第５章 

4.（1） 

 

p.53 

第５章 

5.（2） 

 

 

 

 

 

 

３ 

（１）立地適正化の目指す方向 
（中略） 

 

（中略） 

このような状況下で、持続的に成長する都市に向けて、本市の特性を活かし

た「暮らす」「働く」「訪れる」魅力を高めることで、市全体の発展を牽引する都市

を構築します。 

 

（中略） 

働き方・暮らし方が多様化する中で、本市の特性を活かし、市内各所での生活

イメージを可視化し、ライフスタイルにあった暮らしの選択を可能とするまちづ

くりを実現します。 

(第 5 章まちづくりの方針 ４．立地適正化の考え方,p.47) 

コンセプト ライフスタイルに応じた健康で安心できる暮らしの実現 

立地適正化計画により、将来の石巻市が目指す姿と、本市の特性を十分に活

かした暮らし方のイメージを明確に分かりやすく示し（エリアビジョン）、ライフス

タイルの選択を可能とすることで、市全体の生活、文化、魅力、活力を磨きあ

げ、持続可能な暮らしの実現を図るとともに、市民の生活満足度向上を目指し

ます。 

 
(第 5 章まちづくりの方針 5．将来都市構造の実現に向けた戦略,p.53) 

 

市内における暮らし方
（ライフスタイル）を明確化

生 活 文 化 魅 力 活 力

第１６４号議案 

本市の特性を磨き上げ、将来を見据えた持続的に成長する都市の構築 

多様なライフスタイルに応じた、地域の生活イメージを実現 
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計画実現性を高めるための官民連携体制の構築 

計画内容については各視点より網羅されており

意見はありません。 

20 年後、40年後の住み良い石巻に向けて、ぜひ

描いた将来像を、受け身の姿勢（計画があるからし

なければならない）の運用ではなく、攻めの姿勢

（計画があるからできる）の運用をお願いできれ

ばと思います。 

そのためには、策定時に開催された懇談会のよ

うな行政のみでなく関係する民間事業者などを交

えた意見交換の場を設けることで、官民の枠を越

え各取組を推進して行くことができればと考えま

す。 

 

 

 本計画では概ね５年ごとに施策・事業の実施状況の調査、分析、検証を行

い、適宜計画の見直し等を実施していくこととしております。また計画の進

行管理にあたっては、今後、市民や民間事業者等で構成する外部の検証組織

を立ち上げ、意見交換の場の設置を検討してまいります。 

 このことについては、第１０章に次のように記載しております。 

 

 

２．計画の進行管理 

 

本計画は、2040 年（令和 22 年）を計画期間としていますが、都市再生

特別措置法第 84 条を踏まえ、PDCA サイクルに基づいて概ね 5 年ごとに

計画に記載された施策・事業の実施状況について調査、分析及び評価を行

い、計画の進捗状況や妥当性等の検証を行います。 

評価は、目標指標の達成状況や人口動態等について定量的に評価すると

ともに、その結果を踏まえ、都市型居住促進エリア、サービス拠点形成エリ

ア、拠点形成施設や機能誘導施策の見直し、充実・強化等を行います。 

進行管理にあたっては、庁内の関係分野と連携しながら、施策・事業の進

捗・改善を図るとともに、学識経験者、市民、各種団体等で構成する『懇談

会』等により、施策の進捗、目標の評価・検証及び計画推進に向けた継続的

な検討を行います。 

 
 
（第１０章目標達成に向けた指標と進行管理 ２.計画の進行管理,p.108） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

p.108 

第１０章 

2. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６４号議案 ４ 
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都市核拠点への各機能の誘導へ向けた取組の推進 

都市核拠点（中心市街地）の機能強化は、本計画

を実現する上でも、石巻市民の持続的で豊かな生

活を担保する上でも非常に重要であります。 

商業・観光等民間活力の増強による経済面のハ

ブとしての機能強化は引き続き行っていきつつ

も、高次都市施設の戦略的誘導・集約についても本

計画を根拠に行っていくことを市民として期待し

ます。 

  

本計画において、高次都市施設は「都市の中心的な拠点においてその役割

を果たす施設」と定義しています。都市核拠点の目指す姿や求められる機能

に応じた拠点形成施設を位置づけ、施設の維持及び誘導を図るとともに、機

能誘導施策を幅広く展開していくことにより、拠点としての機能強化を図っ

てまいります。 

また、５年ごとの見直しの中で、新たな施設を拠点形成施設に位置づける

こと等を検討しながら、継続的に拠点としての機能強化を図ってまいります。 

このことについては、第６章に拠点形成施設として位置づけるものの一覧

及び都市核拠点の機能誘導施策を次のように記載しています。 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

p.69 

第６章 

4．（1）ウ 

 

第１６４号議案 

 

(第６章サービス拠点形成エリア 4．サービス拠点形成エリアの拠点形成

施策,p.69) 

５ 
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（３）機能誘導施策 

 

（中略） 

≪エリアビジョンの実現に向けた施策≫ 

 

高次の都市施設を活用し、市民生活を支える 

（中略） 

【具体施策】 

 行政施設、商業・医療施設等の高次都市施設の集積 

 届出制度による生活サービス施設の継続立地・誘導 

 子育て世代が安心して暮らし、子どもが学べる環境・施設の充実 

 

地域資源を活かした多様な市民の居場所となり、交流を育む 

（中略） 

【具体施策】 

 若者の日常の居場所づくり 

 官民連携によるまちなかウォーカブルの推進 

 低未利用土地の再編や公有地の活用 

 駐車場の配置適正化 

 

観光客・ビジネス客・就業者を呼び込み、活気や賑わいを生み出す 

（中略） 

【具体施策】 

 観光客や市民が交流できる空間づくり 

 堤防一体空間を活用したかわまちづくりの推進 

 新たな起業の推進 

 

 (第６章サービス拠点形成エリア 4．サービス拠点形成エリアの拠点形成

施策,p.72) 

 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

p.72 

第６章 

4．（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① 

施策② 

施策③ 

都市核拠点 （石巻駅周辺）  

６ 第１６４号議案 
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フリンジエリアの開発に対する注意・配慮 

本計画の基本的な考えは「コンパクトな都市づ

くり」であると思いますが、都市は独立して存在す

るものではなく、周辺地域とも密接な関わりを持

ち広がっています。本計画はあくまでも石巻市内

の土地利用に関して定めるものですが、隣接する

地域（特に市街地西部エリア）の土地利用について

も注視し、居住誘導区域への居住誘導を低減する

ような区域外での開発が起こらないよう関係機関

との調整を図る場が必要ではないかと考えます。 

 

 

 本計画は都市計画マスタープランの高度化版として位置づけられるもので

あり、都市計画マスタープランにおいては宮城県が定める「石巻広域都市計

画区域の整備、開発及び保全の方針」に即して策定されます。本市といたし

ましても隣接市町を含めた広域的な土地利用のあり方について、本市の都市

計画マスタープランに定めるとおり、「土地利用規制と都市施設計画との連携

を堅持しつつ、必要な都市計画区域及び区域区分の見直しを検討し、適正に

整備、開発及び保全を行い、都市機能の集約に努め」てまいります。 

また、関係機関と連携した居住促進施策の展開により、まとまりのある市

街地形成を目指してまいります。 

 このことについては、第７章に都市型居住促進エリアの区域及び居住促進

施策を次のとおり記載しています。 

 

【都市型居住促進エリア区域界】 

 

 

（第７章都市型居住促進エリア 3.都市型居住促進エリアの設定,p.88） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

p.88 

第７章 

3． 

 

 

 ７ 第１６４号議案 

【面   積】約 1,718ha(市街化区域 3,325.4ha の約 51.7％) 

【人   口】約 85,300 人(2020 年(令和 2 年)) 

【人口密度】約 49.7 人/ha(2020 年(令和 2 年)) 
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（御意見による修正はありません） 

 

 

p.90 

第７章 

4．（1） 

 

 

 

（１）居住促進施策 

（中略） 

≪エリアビジョンの実現に向けた施策≫ 

 

市外からの転入、市内での住み替えにより、都市型居住促進エリ

アへの居住を促進する 

（中略） 

【具体施策】 

 創業支援を併せた移住・定住促進 

 届出制度による都市型居住促進エリアへの居住促進 

 移住希望者に対するエリア内での住居の確保、就労や子育て支

援 

 定住促進住宅取得等補助金の上乗せ支援検討 

 

既存ストックを活用して居住を維持・促進する 

（中略） 

【具体施策】 

 既成の住宅地や整備済のインフラ（道路、下水等）の活用 

 空き家・空き地等の流通の活性化の推進（空き家バンクの活用） 

 既存住宅・リフォーム市場活性化による住み替えの促進 

 復興公営住宅の空き戸を活かした高齢者等の居住誘導支援 

 移転元地の住宅除去・適正管理等の移転支援（居住誘導促進事

業） 

 居住施設の集約と併せた子育て・福祉施設の強化（地域居住機

能再生推進事業） 

 

   （第７章都市型居住促進エリア 4.都市型居住促進エリアの居住促進

施策,p.90） 

 施策① 

 施策② 

第１６４号議案 ８ 
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該当ページ 

章 

項 

 

意 

見 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

修 

正 

な 

し 

 

 

自治体が提示する方針がどこまで市民の方々に

伝えまた共有可能か難しい面もあろうかと思いま

す。例えば区域（エリア）内外という線引きではな

いという意図など、どのようにお伝えしていくの

かなど周知方法など御検討いただければと思いま

す。 

 

 本計画は、人口減少・少子高齢化の中にあっても将来の石巻市が目指す姿

と、暮らし方のイメージをエリアビジョンとして示し、市民のライフスタイ

ルに応じた暮らしの選択ができるように市民に共有するものです。今後、市

HPや市報で周知するほか、市民と共有できるような場や若者世代等からの意

見を聞く機会を設けることを検討してまいります。  

 

 

 

 

計画書上に具体な記載なし 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 
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し 

 

 

ここにかかる費用はどれくらいなのか、それに

対する効果『費用対効果』の提示が不可欠です。市

民の税金を使用しての計画遂行という観点を念頭

に置き進める必要があります。 

 

 

 ご意見のとおり、費用対効果という視点は重要なものであると認識してお

ります。現在都市計画課では、石巻専修大学との地域連携事業において、「都

市としての持続可能性を担保するための施策評価検証と市民参加のまちづく

りについて（石巻市立地適正化計画）」をテーマとした課題研究に取り組んで

おります。その中で立地適正化計画による都市の変化や影響について、施設

の立地や都市コスト等の複数の観点からの分析や検証を進めていければと考

えております。 

 

計画書上に具体な記載なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 ９ 第１６４号議案 



番 

号 
意 見 等 市の見解 市の対応 

該当ページ 

章 

項 

 

意 

見 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

修 

正 

な 

し 

 

 

石巻市内全域の市民の声を聴き、それを加味し

た立案がとても大切だと感じます。今後、多くの方

のもとにこの情報が届き、意見をもらうかその計

画を立てていきたいと思います。 

 

 

（意見５と同様） 

 本計画は、人口減少・少子高齢化の中にあっても将来の石巻市が目指す姿

と、暮らし方のイメージをエリアビジョンとして示し、市民のライフスタイ

ルに応じた暮らしの選択ができるように市民に共有するものです。今後、市

HPや市報で周知するほか、市民と共有できるような場や若者世代等からの意

見を聞く機会を設けることを検討してまいります。  

 

 

 

 

 

 

計画書上に具体な記載なし 

 

 

 

 

（御意見による修正はありません） 

 

 

第１６４号議案 １０ 
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